
Introduction　to　Text　Linguistics

Robert　ae　Bea㎎ranae＆Wo1fgang　Dress1er

　　　　　　（Longman　Lond－on£5．50，270P1981）

　近年、急速に盛んになってきた言語研究の一分野であるテキスト言語学、

談話分析を背景に書かれた本書は、単に入門書というだけでなく、その分野

を展望するのに格好の本でもある。テキスト言語学はドイツで盛んに行なわ

れてきた分野であり、本書も、本来はEin舳r㎜g　iハaie　Text1i㎎uistik

（Dress王er，1972）の翻訳に、1972年以後の研究の動向を付け加えるという

形で、Bea㎎rande＆Dresslerによって企画されたものであるが、1972

年以後の急激な発展を考慮し、学際的視点から根本的に書き直されたもので

ある。

　この本を貫く基本的概念は、teXtua11ty　　teXtを無関係な語や文の単な

るつながつではなく、意味のある統一された全体として成り立たせているも

の一である。著者は、teXtそのものを分析対象にするのではなく、teXtを

人間の活動として、すなわちteXtua王COmm㎜iCati㎝を研究することを主張

する。そして、textua1communicati㎝のtextu包1ityに関わるprinciples

としてc㎝sti加tive　prinaplesとregu玉ative　princip1esを立て、その両

方を研究することが必要だとしている。前者は、teXt．a1CO㎜m㎜iCati㎝を

規定するprincip1esであり、後者は、text．a1comm㎜icati㎝をコントロ

ールするprincip1esである。前者としては、cohesi㎝：coherence：inten・

t　iona1｛ty：acc　eptab　i1ity：info　rmativ　ity：s　ituationa　I　ity：iηte　rtextua1ity

が、また後者としては、effici㎝cy：effectiv㎝ess：appropriatenessが挙

げられており、本書は、前者の7つのp・incipIesを順番に取り上げつつ、

後者の3つのprincip1esを論じるという構成をとっている。

　著者は、該博な知識を背景に、言語学、認知心理学、サイバネティックス、

人工知能、杜会学、教育学等と関連づけながら、様々な角度からテキスト言

語学に焦点を当てている。このことは、30ぺ一ジにも及ぶ豊富な引用文献の
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リストからもうかがえる。テキスト言語学の近年の発展は、著者自身述べて

いるように、古い理論の単なる拡張ではなく、学際的研究下の根本的変革で

あり、それにより、テキストの科学となっているのである。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（前　原　　寛）
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